
去年、「&green market」「マーケットの学
校」が内閣総理大臣賞を受賞した際の記者発
表に参加しましたが、今年もこういう形で記
者発表に来ることができました！この９月号
では、「マーケットの学校」のアー
カイブ動画から言葉を紡いでも
らい、１時間ほどの取材でいろ
いろな話をさせてもらいました。
言葉も写真も想いがこもって
いて、完成したときはとても
嬉しかったです。個人的に編
集後記も好きです！

この紙面には、写真を撮る側と撮られる側の
関係性が表れているなと思います。プライ
ベートで遊びに来たような雰囲気で撮影され
ているので、みんな自然体な写真に
なっているんじゃないでしょうか。
私自身は北本に引っ越してきて６
年半ですが、市内に顔の見える
関係の人たちがたくさんでき
て本当に楽しい日々を過ごし
ています。こうして楽しむ
ことが自分の住んでいるまち
を元気にすると思いますね。

「これは賞を取るのでは」と思っていたので、結果を聞いて非常に
嬉しかったです。しかし、この表紙には驚きました ( 笑 )。横の
表紙の広報紙は初めて見ましたが、背景の緑がまさにシティプロ
モーションコンセプト「＆ green」だなと。私は「マーケットの
学校」「 」に参加して、現在は「きたもとクラ
フトマーケット」もやらせてもらっています。個人では場
所を借りるのも難しかったのが、皆さんに動いてもらっ
て実現できています。今後もよろしくお願いします！

南波 美帆さん

小澤 理絵さん

西村 一孝さん

今井 邦夫さん

安藤 富貴江さん・甲斐田 よし子さん

横塚 純子さん・野桑 由美子さん

かがやきサロン（荒井 3-79、火・木曜日 10：00 ～ 15：00）

和久津 早苗さん
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広報紙って、そのまちの情報を扱う小さいメ
ディアだからこそ、お互いの顔が見えてコミュ
ニケーションのツールとして機能するんだと思
います。冊子を作るのがゴールなのではなく、
取材をする・されることでつながっていくこと
に価値があるんだろうなと思います。僕らは、
シェアキッチン「ケルン」や「&green 
market」のように、" 場所 " や " 機
会 " で人のつながりを作っているん
ですけど、住んでるまちの広報紙で
コミュニケーションが生まれてい
るのは、市民として嬉しいな
と思いますね。

江澤 勇介さん

お年寄りもお子さんも障がいのある人も、皆がご
ちゃまぜで繋がるのが地域共生社会ですが、その
実現は簡単ではありません。いろんな価値観を
持っている人がいるので、小さくても多様な場所
がたくさんできれば、そこにマッチする人が現れま
す。「ごちゃまぜの会」はそうした場所を作る人た
ちなどが繋がり合うことを目的に開
催しています。今回のような広報
紙ができると、そこから知って繋
がっていくので、広報の力は大き
いなと改めて感じました。今後
も現場で活動する皆さんを支
援していきたいと思います。

大塚 竜自さん
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&green market に参加したのは、自分の作品を売る場
所が増えればというのが動機でしたが、今ではすっかり
ハマってしまいました（笑）。このマーケットが、身近な
みんなの居場所になっていて、参加して本当に良かった
なと思っています。作家の友人たちから「とても温かい
マーケットだね」「私も出店したい」と言われますが、「売

りたい」「買いたい」だけではないこの場所の良さを
伝えていきたいですね。

横塚 純子さん 野桑 由美子さん

太田 久美子さん・鈴木 節子さん・鈴木 貴紀さん

2023年６月１日発行

「かがやきサロン」は、障がいの有無や年齢に関係なく、気軽に
立ち寄り交流できる場所を目指しています。「お友だちと行って

もいい？」と聞かれれば「もちろん！一緒にお団子作りましょう」
と答えるような、そんな場所です。また、保護猫団体の譲渡
会や学習支援の場所としても使われています。広報きたもと
に掲載されて「そんな場所があるんだね」「がんばっているね」
と反響をいただき、活動の後押しになりました！今後も皆さんと

一緒に誰もが安心できる居場所づくりを続けていきます！

「B.J バスケット」は、男も女も、障がいを
持っているメンバーもいます。包丁研ぎや
マッサージ、野菜の販売など好きなこと、得
意なことを持ち寄って、お年寄りも若い人も、
赤ちゃんにも来てもらえるような場所を作っ
ています。この広報きたもとは " 自慢の種 "
です。「広報を見て来たよ」っていうお客さ
んが本当にいらっしゃいました。この場所
を作るまでに様々なご協力をいただいたの

で、次は私たちがやりたいことのある
人に力をお貸ししたいと思います。

私たち「育児サポーター『くりりん』」が行う子ども食堂「く
りりん CAFE」は、人に " 与える " のではなく、自然に人と人
とが繋がって、だんだん広がり輪になっていく、そんな思いで

やっています。広報きたもとでは、そんな私たちの気
持ちも汲んで、記事にまとめてもらいました。この
紙面をたくさんの人に見せたら「すごく素敵だね」

「北本市って本当にいいところだね」と言われまし
た。長く住んでいると北本の魅力ってあまり意
識しなくなるんですけど、取材を受ける中で改
めて北本が好きになりました。
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居場所づくりをそれぞれの方法

で応援するお二人のインタビュー

 火・金曜日、10：00 ～ 15：00）
B.J バスケット （中丸 2-29、

くりりん CAFE
北本団地「中庭」で定期開催
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広報きたもとが内閣総理大臣賞受賞
２年連続広報日本一

広報きたもと令和４年９月号

市 民 の 皆 さ ん が 作 る「 第 ３ の 居 場 所 」 特 集 が 評 価
　広報きたもと令和４年９月号が、全国広報コンクール（日
本広報協会主催、都道府県審査を通過した自治体作品 448
点を審査）の最高賞・内閣総理大臣賞を受賞しました。市
は昨年の同コンクールで、まちへの愛着向上を目的とした
屋外の仮設マーケット事業で内閣総理大臣賞を受賞してお
り、２年連続で自治体広報日本一に輝きました。

　広報きたもとは、令和３年５月号から紙面の内製化を開
始し、企画・取材・デザイン等を職員が一貫して行ってい
ます。低コストで市民の皆さんの想いをダイレクトに伝え
る紙面づくりを続け、日々、多くの方々に取材等のご協力
をいただいています。今後もわかりやすく、まちの魅力が
伝わる紙面を目指していきます。
問   市長公室シティプロモーション・広報担当（☎ 594-5505）

特集のテーマを「居場所」とした発想がおもしろい。人間にとっ
て第一の生活空間が「家庭」、第二が学校や職場、そして第三が「地
域」と言われる。この第三の生活空間がより豊かなことが充実し
た人生につながる。それを今「居場所」と呼ぶ。「居場所」は市
民すべてに共通するテーマであり、さらに、特に問題を抱える人
には重要な課題だ。
　市民のシンボル的な市役所芝生広場の居場所のほか、団地の中
庭や古民家を活用したさまざまな居場所を楽しく豊かに紹介して
いる。その居場所と人間とのかかわりを連鎖させる構成がうまい。
ほかの地域でも参考にしたくなる「居場所づくり」の実例が、地
域住民のリアルな言葉とともに、分かりやすく編集されている。
　また、雰囲気を伝える写真中心のレイアウトと、しっかり文章
で届けるレイアウトのメリハリが感じられる。老若男女の笑顔が
引き出された写真と、トレンドを意識したデザインから、まちの
明るいキャラクターが伝わってくる。また、見出しを追うだけで
概要を把握でき、かつ興味をひかれる言葉の切り取り方も秀逸。
十分な取材がされていて、担当者の企画に対する強い意欲や愛着
が感じられる点もすばらしい。他に抜きんでた秀逸な作品である。

　取材内容を聞いた時は驚きましたが、熱いイ
ンタビューを受ける中で同じ子育て世代の方が
私のように地域の温かさに支えられながら子育
てを楽しむ、誰かの一歩踏み出すきっかけにな
れたらと思いました。
　記事を読んで色々と感想をいただき、元気を
もらった、素敵な活動だと思った、感動したと
マーケットに会いにまで来てくださった方もい
て嬉しかったです。
　私は今、＆ green のご縁からの繋がりで、さ
らにこのまちの暮らしを楽しんでいます。

栁井 則子さん

９月号は市ホームページから
ご覧になれます▶

紙面に登場した皆さんのコメント

内容の詳細や在庫等についてはお問い合わせください。

受賞を伝える
記者発表を
開催

新聞３紙とテレビで
報道されました

&green market などを通じて、
地域にお子さんと一緒に

安心できる居場所ができた体験談
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